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Rokkasho広報ろっかしょ

photo 　見送りのときに、後輩からラケットケースを贈られる卒業生（泊中学校）

Pick Up Topics

平成 22 年度卒業式
Rokkasho Rock Festival 2011
Features

行政情報を、もっと身近に。
自主放送・告知放送が始まります

豊かで活力ある村づくりのために
平成23年度当初予算

先輩、卒業おめでとうございます。
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３
月
に
入
り
、
村
内
の
各

学
校
で
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
卒
業
生
は
、小
学
校
、

中
学
校
、
六
ヶ
所
高
校
あ
わ

せ
て
２
７
８
人
。
児
童
や
生

徒
た
ち
は
思
い
出
深
い
学
び

や
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

胸
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
高
校
で
は
１
日
、

69
人
の
卒
業
生
が
安
保
敏
彦

校
長
か
ら
卒
業

証
書
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

安
保
校
長
は

式
辞
で
▽
自
分
を

大
切
に
す
る
▽
信

頼
す
る
心
を
も
て

▽
国
際
社
会
に
優

位
な
人
材
に
な
れ

―
と
い
う
３
つ
の

言
葉
で
卒
業
生
を

激
励
し
ま
し
た
。

　

在
校
生
代
表

の
能
登
雄
大
さ
ん
は
「
ま
っ

す
ぐ
な
志
を
貫
き
、
挑
戦
し

続
け
る
先
輩
方
の
姿
が
あ
っ

た
。
迷
っ
た
時
は
、
こ
の
蒼

穹
の
丘
で
の
３
年
間
を
思
い

出
し
、
多
く
の
人
の
た
め
に

世
界
を
結
ぶ
北
斗
の
光
と
な

っ
て
未
来
を
開
い
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
送
辞
。
卒
業

生
代
表
の
渡
辺
一
成
さ
ん
は

「
長
い
人
生
の
中
で
高
校
生
活

は
ほ
ん
の
一
瞬
。
高
校
生
活
を

楽
し
ん
で
、
多
く
を
学
び
、
充

実
し
た
も
の
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

泊
中
学
校
で
は
９
日
、
55
人

の
卒
業
生
が
学
び
や
に
別
れ
を

告
げ
ま
し
た
。

　

村
中
正
人
校
長
は
「
優
し
い

心
を
社
会
全
体
に
広
げ
、
誰
か

の
陽
だ
ま
り
に
な
る
よ
う
な
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
。

在
校
生
代
表
の
村
畑
茄
那
さ
ん

が
「
運
動
会
や
文
化
祭
、
委
員

会
活
動
や
生
徒
会
な
ど
、
手
本

と
な
る
先
輩
方
の
伝
統
を
受
け

継
い
で
い
き
た
い
」
と
送
辞
。

赤
石
千
尋
さ
ん
は
卒
業
生
を
代
表

し「
築
き
上
げ
た
土
台
を
継
承
し
、

さ
ら
な
る
自
立
へ
の
一
歩
を
積
み

上
げ
て
ほ
し
い
」
と
答
辞
を
読
み

上
げ
、
仲
間
、
地
域
の
人
た
ち
、

保
護
者
と
先
生
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。

　

４
月
に
尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
北
地
区
に
移
転
と
な
る
尾

駮
小
学
校
で
は
18
日
、
同
校

の
校
舎
で
最
後
と
な
る
卒
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
公
允
校
長
は
「
人
間

は
や
る
気
が
な
け
れ
ば
、
物

事
を
や
り
と
げ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
く
じ
け
そ
う
に
な

る
自
分
の
心
に
打
ち
勝
っ

て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
た
ち
は
在
校
生

と
の
呼
び
か
け
で
修
学
旅

行
や
駅
伝
大
会
な
ど
の
思

い
出
を
語
り
、
ま
た
一
人

一
人
が
サ
ッ
カ
ー
選
手
や

宇
宙
飛
行
士
な
ど
の
夢
を

披
露
し
ま
し
た
。

278 人が思い出の学びやを巣立つ
平成 22年度卒業式4_ 村中校長から卒業証書を授与される中村理香子さん（泊

中）   5_ 先生たちに拍手で見送られる卒業生（尾駮小）　6_「未
来へ」を歌う卒業生たち（泊中）　7_ 退場で担任の先生と握
手を交わす卒業生（六高）　8_ 退場時に保護者に感謝のピー
スサインをおくる卒業生（泊中）

1_ 卒業証書を受け取る高橋真哉さん
（尾駮小）2_ 卒業生を代表して答辞

を述べる渡辺一成さん（六高）　
3_ 校歌を元気に歌う尾駮小の児童た
ち

1

2

3

4

5

6

7

8
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六ヶ所トピックス

切磋琢磨し念願の１級取得
六高生 7 人が簿記などの合格者表彰

　六ヶ所高校（安保敏彦校長）の３年生７人が本年度、全国商
業高等学校協会主催検定試験の簿記実務、情報処理、ワープロ
実務の３種目で１級を取得し、2 月 2 日に同協会から合格者表
彰を受けました。
　受賞者の一人、中村佳奈さんは「みんなで 3 種目取得を目指
して頑張っていたのでとてもうれしい」と笑顔。同コース担当
の小笠原満香先生は「練習していくうちに確実にレベルが高く
なっていった。みんなの頑張りが確実に結果に結びついた」と
話していました。7 人は情報コースのクラスメート。同コース
では主に就職を希望する生徒たちが商業関係の技術取得を目指
しています。（受賞者は次のとおり）佐藤有莉加▽諏訪内花▽附
田みずき▽水戸有香里▽中村佳奈▽林美里▽目代千賀子

村発明クラブが初級団体優勝
青森県・げんねんジュニアロボコン

　『第 12 回青森県・げんねんジュニアロボットコンテスト』が
2 月 19 日、大石総合体育館で開かれ、六ヶ所村少年少女発明
クラブ（松尾拓爾会長）が初級・団体の部で初優勝を飾りました。
　同クラブが出場したのは、自作のロボットで相撲をとる「ロ
ボ相撲」（初級個人・団体）とラグビーとサッカーを組み合わ
せた「ロボ・エッグⅡ」（中級クラブ・シャッフル団体）の２
種目。クラブメンバーたちは個人・団体ともに、県内の強豪チー
ムを相手に堂々とした試合運びを展開。初級団体の部で見事初
優勝を飾りました。団体メンバーの新山未来さんは「個人戦で
は負けたけど、優勝できてうれしい」、中川万桜さんは「初出
場だったけど、とても楽しかった」と声を弾ませていました。
　同クラブは、科学技術への夢と情熱をはぐくむことなどを目
的に活動しており、科学実験教室や工作教室も実施しています。

尾駮の駒の歴史に聞き入る
相内さんが南部町ふるさと塾で講演

　六ヶ所村まちづくり協議会実行委員の相内知昭さんが 2 月 5
日、南部町で開かれたふるさと塾第４回講座で『「尾駮の牧」に
ついての一考察』の講演を行いました。
　講演には南部町の町民 54 人が出席。平安時代に中央貴族に愛
された「尾駮の駒・牧」の歌枕の歴史やその時代背景について
の相内さんの講演に、出席者は熱心に聞き入っていました。
　この南部ふるさと塾にての講演内容は、青森県文化財保護協
会機関紙「東奥文化」第 82 号に掲載予定。相内さんはこれまで
村内の学校で講演を開いたり、一般向けの勉強会を開催したり
という活動を続けています。相内さんは「これからも尾駮の駒
を含む六ヶ所村の駒・牧の史実を検証しながら特異な歴史を発
信していきたい」と話していました。

Rokkasho Topics

地方自治の進展に寄与
村議会議員 11 人が町村議会議員表彰

Ｍ 9.0 の大地震東日本を襲う
本村で震度４  東北地方太平洋沖地震

受賞を喜ぶ生徒たち

講演をする相内さん

町村議会議員表彰受賞者

ロボ相撲で対戦する新山未来さん（左から２人目）

先月号の Pick Up Topics「村文化賞・教育奨励賞・スポーツ賞授与式」の記事中に誤りがありました。訂正し、お詫び申し上げます。
＊誤：文化賞受賞者　滝沢キミ子（滝川美州舞踊教室）　→　正：文化賞受賞者　滝沢キミ子（滝川美洲舞踊教室）

　六ヶ所村議会議員の 11 人が 2 月 18 日、全国および青森県
町村議会議長会から在職 19 年以上などの表彰を受けました。
　この表彰は、長年にわたり議会活動などを通じて地方自治の
進展に大きな役割を果たした 11 人の功労に対しおくられたも
の。三角武男村議会議長は受賞者を代表して「これを機に、議
会人としてさらなる村制発展に寄与していきたい。他町村議会
の模範となるように村議会の活性化を図っていきたい」と話し
ていました。

（受賞者は次のとおり）●県表彰：町村議会議員として 19 年
以上在職▽三角武男●全国表彰：同 15 年以上▽相内宏一▽附
田義美▽種市敏美▽小泉靖美▽橋本隆春●県表彰：同 11 年以
上▽橋本勲▽松本光明▽橋本喜代二▽木村常紀▽小泉勉

手作りクッキーに願い込め
はるきグループが卒業生にプレゼント

　千歳平地区など８地区の広報紙「はるき通信」の発行グルー
プ（濱田洋子代表、会員７人）が 3 月 9 日と 18 日、千歳平中
学校と千歳平小学校の卒業生 33 人に手作りのクッキーを贈り
ました。
　クッキーをプレゼントされた卒業生たちはうれしそうに中を
見たり、添えられたメッセージカードに目を通したりしていま
した。
　濱田代表は「保育所のころから知っている子どもたち。無事
に卒業を迎えた姿を見てとてもうれしく思います。これからも
健やかに成長してほしいとクッキーに願いを込めました。今
後も取材を通して、地域の子どもたちや住民の皆さんと関わり
合っていきたい」と話していました。

　三陸沖を震源地とするマグニチュード 9.0、最大震度 7 の東
北地方太平洋沖地震が 3 月 11 日午後 2 時 46 分ごろに発生し
ました。
　最大震度 7 を観測したのは宮城県北部。本村でも震度４を
観測しました。また、その直後に襲った大津波により、東北地
方の沿岸などでは行方不明者が多数出るなど、甚大な被害を受
けました。村では、住民の皆さんの速やかな避難により人的被
害はなかったものの、漁船流失などの物的被害が多数報告され
ました。（被害状況などは次号でお知らせします）
　この災害による被災者救済のため、日本赤十字社六ヶ所分区
は現在、義援金を受け付けています。募金箱の設置場所などの
詳細は福祉課（℡ 0175-72-2111 内線 149）まで問い合わせて
ください。皆さんの温かいご支援をお願いいたします。

プレゼントと卒業証書を手に、笑顔を見せる卒業生（千歳中）

泊小学校に避難した住民の皆さん
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自
主
放
送
と

告
知
放
送
が

４
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

自
主
・
告
知
放
送
が
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

村
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
番
組
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
自
主
放
送
）
で
、

お
知
ら
せ
は
各
家
庭
の
告
知
端
末（
告
知
放
送
）で
放
送
し
ま
す
。

村
は
、
行
政
情
報
や
身
近
な
生
活
情
報
な
ど
を

よ
り
身
近
に
、
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
に
配
信
し
て
い
き
ま
す
。

行政情報を、もっと身近に。

六ヶ所村役場から

お知らせです。

タッチ！

各家庭に設置された

「告知端末」

6Rokkasho●2011-4

「自主放送は、地デジ 11 チャンネル」

特集　告知・自主放送開始。

六ヶ所村役場から

お知らせです。告
知
・
自
主
放
送
が

４
月
に
ス
タ
ー
ト

　

村
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
各
種

番
組
な
ど
を
配
信
す
る
「
告
知

放
送
」
と
「
自
主
放
送
」
が
本

年
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
「
自
主
放
送
」
は
、
ご
家
庭

の
テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
六
ヶ
所
村

テ
レ
ビ
）
へ
、
お
知
ら
せ
や
各

種
番
組
（
４
月
か
ら
は
試
験
放

送
）
を
文
字
・
映
像
で
お
届
け

し
ま
す
。

　
「
告
知
放
送
」
は
、
各
家
庭

の
告
知
端
末（
22
年
度
に
整
備
・

貸
与
済
み
）
を
使
っ
て
、
お
知

ら
せ
な
ど
を
文
字
（
一
部
音
声

あ
り
）
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

村
は
こ
れ
ま
で
、
防
災
無
線

放
送
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
村
民
の
皆
さ
ん
へ
情

報
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
さ
ら
に
こ
の
２

つ
の
放
送
媒
体
を
使
っ
て
、
よ

り
身
近
に
、
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー

に
行
政
情
報
や
身
近
な
生
活
情

報
を
配
信
し
て
い
き
ま
す
。

放
送
は
、
村
内
の
光
ケ
ー
ブ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

　
「
告
知
放
送
」
や
「
自
主
放

送
」
は
、
光
ケ
ー
ブ
ル
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
発
信
さ
れ
ま
す
。

　

光
ケ
ー
ブ
ル
を
村
内
全
域
に

整
備
す
る
地
域
情
報
基
盤
整
備

事
業
は
平
成
19
年
度
に
着
工
。

22
年
度
ま
で
４
年
間
に
わ
た

り
、
村
内
で
段
階
的
に
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
完
了
に
よ
り
、

光
ケ
ー
ブ
ル
の
供
用
が
全
村
的

に
開
始
さ
れ
、
告
知
・
自
主
放

送
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
①
テ
レ
ビ
共
同
受

信
設
備
の
更
改
、
②
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
の
更
改
、
③
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

環
境
の
整
備
、
④
こ
れ
ら
を
実

現
す
る
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

（
村
内
の
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

の
整
備
―
の
４
つ
が
柱
で
す
。

　

①
と
③
に
つ
い
て
は
、
整
備

が
終
了
し
た
地
区
か
ら
、
す
で

に
供
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

ア
ナ
ロ
グ
放
送
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
型
放
射
線
・
行
政
情
報
伝

達
シ
ス
テ
ム
」
で
放
射
線
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
情
報
な
ど
を
放
送
し

て
い
ま
し
た
。
今
後
は
④
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ
、
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
切
り
替
わ
る
こ

と
に
伴
い
、
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
な
ど
は
自
主
放
送
で
、
災

害
な
ど
の
緊
急
放
送
な
ど
は
告

知
端
末
を
使
っ
て
情
報
を
伝
え

ま
す
。

地
デ
ジ
11
ｃ
ｈ
で
放
送
さ

れ
る
お
知
ら
せ
と
番
組

　

地
デ
ジ
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

は
、
左
記
の
文
字
放
送
や
番
組

を
放
送
す
る
予
定
で
す
。

　

４
月
か
ら
は
試
験
放
送
を
開

始
し
、
年
度
内
に
は
本
格
的
に

放
送
を
始
め
る
予
定
で
す
。
内

容
・
構
成
な
ど
不
慣
れ
な
点
も

あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

❶
健
康
支
援
放
送

⑴
健
康
体
操
な
ど

❷
広
報
放
送

⑴
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

⑵
村
内
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
お
知

ら
せ

❸
防
災
放
送

⑴
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

⑵
防
災
訓
練
の
様
子
な
ど

テレビの映りは
天候に左右されることがあります

六ヶ所村テレビ

地上デジタル 11ch

　テレビ電波は地形やビルなどに遮られた
り、天候などに左右されたりすることがあり
ます。
　村は、村内で最も受信状態が良い文化交流
プラザ「スワニー」の屋上に受信点を置き、
各家庭に有線（光ケーブル）で送信していま
す。
　電波が弱く、受信状態が悪い場合はテレビ
の映りが悪くなることがありますが、ご理解
をお願いいたします。

地
上
デ
ジ
タ
ル

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

種別 チャンネル 放送局 備考

１ 青森放送〈RAB〉

２ NHK 教育〈青森〉

３ NHK 総合〈青森〉

５ 青森朝日放送〈ABA〉

６ 青森テレビ〈ATV〉

８ 岩手めんこい放送〈MIT〉

11 六ヶ所村テレビ（六ヶ所村自主放送チャンネル〉

１ NHK　BS1

＊公共放送２ NHK　BS2

３ NHK　BSHi

４ BS　日テレ

無料放送

５ BS　朝日

６ BS―Hi

７ BS ジャパン

８ BS フジ

11 BS11 デジタル

12 Twelve

9 WOWOW
＊有料放送

10 スターチャンネル BS

＊公共放送と有料放送は個別契約（放送は有料）が必要です。
● CS110 度デジタル放送 e2by スカパー！（有料放送）も個別契約で視聴が
可能です。問い合わせはカスタマーセンター（℡ 0570-088-666）へ。

地デジ放送チャンネル一覧

地
上
デ
ジ
タ
ル

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
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ウ ◀緊急情報にご注意を。
　緊急放送を受信したときは、「ウ～」
という音が大音量で流れます。
　速やかに告知端末で情報の確認を！

画面に
タッチ！

告知端末設置の最大の目的は
災害などの緊急情報を伝えること

　各家庭への告知端末設置の大きな目的
は、災害のときに、緊急情報を住民の皆さ
んへ速やかに伝えることです。
　これまで、万が一の災害のときは、音声
で情報を伝える防災行政用無線と、自宅テ
レビで文字情報を伝える「バリアフリー型
放射線・行政情報伝達システム」で各家
庭へ緊急情報を伝える体制をとっていまし
た。今後、緊急の文字情報は告知端末で受
信することになります。
　同伝達システムは告知端末への切り替え
に伴い、3 月 31 日で放送が終了。機器は４
月以降に順次回収されます。村の委託業者
が回収に伺いますので、回収の際はご協力
ください。

バリアフリー型放射線・行政情報伝達システム
の機器は、テレビの近くに設置されています

告
知
端
末
で
放
送
さ
れ
る

お
知
ら
せ

　

村
は
告
知
端
末
「
知
ら
せ
ま

す
ケ
ン
」
で
現
在
、
左
記
の
放

送
を
行
う
予
定
で
す
。

❶
防
災
放
送

⑴
原
子
力
災
害
や
自
然
災
害
な

ど
緊
急
時
の
放
送

⑵
避
難
場
所
一
覧

⑶
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル　

な
ど

❷
広
報
放
送

行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど

❸
健
康
生
活
支
援
放
送

健
康
相
談
な
ど

　

お
知
ら
せ
な
ど
の
情
報
を
受

け
取
る
だ
け
で
な
く
、
村
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
り
、

会
議
の
お
知
ら
せ
に
出
欠
の
回

答
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
双
方

向
の
通
信
が
で
き
る
の
も
告
知

端
末
の
特
徴
で
す
。

　

現
在
配
信
端
末
は
、
原
子
力

対
策
課
、
福
祉
課
、
総
務
課
、

情
報
政
策
課
、
学
務
課
、
建
設

課
に
設
置
。
各
課
か
ら
の
お
知

ら
せ
が
届
い
た
ら
、
画
面
を

タ
ッ
チ
し
て
情
報
を
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
の
機
能

村
内
端
末
間
の
テ
レ
ビ
電
話

　

情
報
を
受
け
取
る
だ
け
で
な

く
、
村
内
の
端
末
間
で
テ
レ
ビ

電
話
が
で
き
る
の
も
、
こ
の
告

知
端
末
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

①
画
面
下
の
テ
レ
ビ
電
話
の

ボ
タ
ン
を
押
し
て
→
②
相
手
方

の
番
号
を
入
力
→
③
青
い
受
話

器
の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
相

手
を
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
通
話
が
終
わ
っ
た
ら
赤
い

受
話
器
の
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

け
。
通
話
中
に
も
し
、
災
害
な

ど
の
緊
急
情
報
を
受
信
し
て

も
、メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
、

「
ウ
～
」
と
サ
イ
レ
ン
音
が
大

き
く
鳴
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
電
話
の
番
号
は
一
般

電
話
と
同
じ
番
号
（
一
部
別
番

号
あ
り
）
で
す
が
、
こ
の
テ
レ

ビ
電
話
は
村
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
告
知
端
末
間
だ
け
で
通
話

が
可
能
で
す
。（
役
場
、役
場
泊
・

平
沼
支
所
、
尾
駮
・
千
歳
平
診

療
所
の
一
般
電
話
と
だ
け
は
通

話
で
き
ま
す
）

　

村
外
の
一
般
電
話
、
携
帯

電
話
、
１
１
０
番
（
警
察
）、

１
１
９
番
（
消
防
・
救
急
）
な

ど
の
特
殊
な
電
話
番
号
に
は
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。

　

１
１
０
番
な
ど
は
、
一
般
電

話
で
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
ご
ろ
に
告
知
端
末
の
操

作
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
日
時
は
広
報
な
ど
で
再
度

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲告知端末「知らせますケン」

「告知端末で、テレビ電話も」

特集　告知・自主放送開始。

110 番（警察）、119 番（消防・救急）などの
特殊な電話番号にはつながりません。
110 番などは、一般電話でかけてください。

「村内イントラネットでつながる」

特集　告知・自主放送開始。

取扱説明書をなくさないで

六ヶ所村役場

（各課などの告知放送など
を発信）

（平成 23 年 4 月 1 日現在）

村内イントラネット
（光ケーブル）は

このようにつながっています

学校

地上デジタル放送受信地点
文化交流プラザ「スワニー」

医療機関

村内公共施設・出先機関など

センター・サブセンター
（村内 4 カ所）

各家庭へ告知放送・自主放送
などを受信各家庭へ発信

村内各家庭

告知端末
（告知放送受信）

テレビ
（地上デジタル放送・

自主放送受信）

ブロードバンド
環境

（インターネット）
NTT（東日本電信電話株式会社）

消防署

インターネット回
線は NTT へ接続

上北局や八戸局か
らの電波を受信

テレビ受信設備、告知端末、インターネットに
ついての問い合わせはこちらへ

■テレビ・告知端末
　テレビ受信設備の新設・移設・撤去工事は、申し込
みされてから対応するまで 7 ～ 10 日間かかります。
工事の予定がある人は、お早めに申し込んでください。

①テレビ受信設備・告知端末の新設・移設・各種問い
合わせ先
問六ヶ所村サポートセンター　☎ 0120-357-727

（受付時間：平日の午前 9 時～午後 5 時）

②テレビが映らない・受信状況が悪い、告知端末の故
障などの連絡先
問六ヶ所村故障受付　☎ 0120-357-252

（受付時間：24 時間 365 日）

■インターネット
　インターネットサービス（Ｂフレッツ）を利用した
い人は、個別に契約（有料）が必要です。

問フレッツ受付センター　☎ 0120-116-116
（受付時間　午前９時～午後９時　＊年末年始〈12 月
29 日～ 1 月 3 日〉は休業）
URL：http://flets.com/

　告知端末の説明書（右）、か
んたんマニュアル（中）を端末
設置時に、自主・告知放送のチ
ラシが４月の広報と一緒に配布
されています。
　なくさずに、保管してくださ
い。
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○用語解説
■人件費　職員の給与や議会議員などの報酬など
■扶助費　法令に基づいて被扶助者に支給される経費　子ども
手当や医療扶助など
■公債費　事業を行うために借り入れたお金の償還金
■物件費　消耗品、臨時職員賃金や業務委託料など
■補助金等　各種団体等への補助金など
■繰出金　一般会計から特別会計等へ繰り出すお金
■積立金　各種基金へ積み立てるお金
■普通建設事業費　道路の整備や公共施設などの建設に要する
お金
■その他　維持補修費、投資、出資、貸付金など

歳　入
23 年度 22 年度 年度比較

自
主
財
源

村税 6,653 6,739 △ 86

繰入金 804 1,630 △ 826

諸収入 325 328 △ 3

その他（自主） 1,193 460 733

依
存
財
源

国庫支出金 2,846 2,907 △ 61

県支出金 543 538 5

村債 469 1,210 △ 741

その他（依存） 247 248 △ 1

歳入合計 13,080 14,060 △ 980

単位：百万円

⑥
快
適
な
暮
ら
し
を
創
る
都
市
づ
く
り

⑦
時
代
に
対
応
し
た
行
政
組
織
づ
く
り

　

こ
れ
ら
７
項
目
の
施
策
に
沿
っ
た

予
算
は
「
３
．
重
点
施
策
別
の
主
な

事
業
」（
12
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

当
初
予
算
と
は
村
の
１
年
間
の
収

入
（
歳
入
）
と
支
出
（
歳
出
）
の
計

画
で
す
。
23
年
度
の
１
年
間
に
ど
の

く
ら
い
の
収
入
が
見
込
め
（
歳
入
）、

何
に
い
く
ら
使
う
の
か
（
歳
出
）
は

上
表
（
基
本
的
経
費*

「
一
般
会
計
」

の
歳
入
、
歳
出
）
の
と
お
り
で
す
。

　
「
４
．
一
人
あ
た
り
の
予
算
」（
13

ペ
ー
ジ
）
で
は
、
一
般
会
計
予
算
の

使
い
み
ち
を
、
議
会
費
・
総
務
費
な

ど
の
目
的
別
に
一
人
あ
た
り
に
使
わ

れ
る
金
額
に
置
き
換
え
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

*

村
の
会
計
に
は
、次
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

■
一
般
会
計
：
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経

費
を
計
上
し
た
会
計

■
特
別
会
計
：
特
定
の
歳
入
を
特
定
の
歳

出
に
充
て
る
な
ど
、
一
般
会
計
と
区
別
し

て
経
理
す
る
必
要
が
あ
る
会
計
（
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
な
ど
）

■
企
業
会
計
：
民
間
企
業
の
よ
う
に
利
用

料
金
な
ど
の
収
益
で
運
営
し
て
い
る
会
計

村
の
基
本
的
な
経
費

一
般
会
計
の
歳
入
と
歳
出

　

平
成
23
年
度
の
六
ヶ
所
村
の
当
初

予
算
が
３
月
10
日
、
村
議
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

23
年
度
の
村
の
一
般
会
計
は
昨

年
度
よ
り
９
億
８
，
０
０
０
万

円
（
前
年
度
比
△
７
％
）
減
の

１
３
０
億
８
，
０
０
０
万
円
。
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
の
７
特
別

会
計
は
合
計
で
36
億
５
，
３
９
７
万

円
（
前
年
度
比
10
％
増
）、
水
道
事

業
会
計
な
ど
の
３
企
業
会
計
は
合
計

で
16
億
４
，
１
９
４
万
円
（
前
年
度

比
７
・
３
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（「
５
．
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別
」

〈
13
ペ
ー
ジ
〉
参
照
）

　

23
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
自
然
が

彩
る
豊
か
な
未
来
を
拓
く
「
躍
進
・

発
展
の
ま
ち
」
を
将
来
像
と
す
る
第

３
次
六
ヶ
所
村
総
合
振
興
計
画
を
核

に
据
え
、
そ
の
具
体
的
な
推
進
に
向

け
た
『
豊
か
で
活
力
あ
る
む
ら
づ
く

り
・
基
盤
整
備
充
実
予
算
』
を
目
指

し
ま
し
た
。
財
政
基
盤
の
確
立
と
、

公
正
で
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
を

基
本
に
し
、
同
計
画
の
７
つ
の
重
点

施
策
に
沿
っ
た
予
算
編
成
で
す
。

【
７
つ
の
重
点
施
策
】

①
夢
と
活
力
の
あ
る
産
業
づ
く
り

②
個
性
あ
ふ
れ
る
人
・
文
化
づ
く
り

③
誰
も
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り

④
災
害
の
憂
い
を
な
く
す
安
全
づ
く
り

⑤
大
切
な
自
然
を
守
る
環
境
づ
く
り

１　

歳
入

２　

歳
出

３　

重
点
施
策
別
の
主
な
事
業

４　

一
人
あ
た
り
の
予
算

５　

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別

「豊かで活力ある村づくり」。
特集　平成 23 年度当初予算

○用語解説
■村税　皆さんが納める税金や会社の法人税など
■繰入金　各種基金などから一般会計へ繰り入れるお金
■諸収入　預金利子や村が融資した貸付金の返済金など
■その他（自主）　公共施設の使用料、繰越金や分担金、負担
金など
■国庫支出金　事業を行うための国からの負担金・補助金など
■県支出金　事業を行うための県からの負担金・補助金など
■村債　事業を行うために借り入れたお金
■その他（依存）　地方交付税、地方譲与税、各種交付金など

　「義務的経費」とは支出が義務付けられ任意に削減ができな
い経費、「任意的経費」とは村が任意に支出でき、また村の意
思によって削減できる経費です。

 2 _ 歳　出 「義務的経費」「任意的経費」別。
22 年度との比較で表しています

　「自主財源」とは、地方税をはじめ村が自主的に収入できる
お金であり、「依存財源」とは国や県から交付されるお金や借
金（村債）によってまかなったりするお金です。

 1 _ 歳　入　「自主財源」「依存財源」別。
22 年度との比較で表しています

豊かで活力ある村づくりのために

130 億 8000 万円
（前年度比 7.0％減）

23 年度一般会計
当初予算は

予算についての問い合わせは財政課（☎ 0175（72）2111　内線 242）まで

平成 23 年度の当初予算は「基盤整備充実予算」です

歳　出（性質別）
23 年度 22 年度 年度比較

人件費 1,813 1,736 77

扶助費 539 515 24

公債費 451 451 0

任
意
的
経
費

物件費 2,321 2,078 243

補助金など 2,296 2,168 128

繰出金 1,526 1,463 63

積立金 1,077 188 889

普通建設事業費 2,768 5,167 △ 2,399

その他 289 294 △ 5

歳入合計 13,080 14,060 △ 980

義
務
的
経
費

単位：百万円

村のお財布事情を

のぞいてみよう

１　

歳
入

２　

歳
出

３　

重
点
施
策
別
の
主
な
事
業

４　

一
人
あ
た
り
の
予
算

５　

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別
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１　

歳
入

２　

歳
出

３　

重
点
施
策
別
の
主
な
事
業

４　

一
人
あ
た
り
の
予
算

５　

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別

企
業
会
計

「基盤整備充実予算」。
特集　平成 23 年度当初予算

　 一 般 会 計 歳 出 予 算 130 億 8 千 万 円 を、 村 の 人 口
11,258 人（23 年 2 月 28 日現在）で割り、一人あたり
の金額を算出しています。
　23 年度に、村民一人あたりに使われる金額は 116 万
1,838 円です。
　下記円グラフの費目別に、一人あたりの予算と全体
の予算〈（　）内〉を掲載しています。

会　計　名 23 年度当初予算額 22 年度当初予算額 年度比較
一　般　会　計 130 億 8 千万円 140 億 6,000 万円 △ 9 億 8,000 万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 12 億 6,157 万 6 千円 12 億 7,256 万 6 千円 △ 1,099 万円
老人保健特別会計 ― 40 万 1 千円 △ 40 万 1 千円
後期高齢者医療特別会計 5,878 万 3 千円 5,493 万 4 千円 384 万 9 千円
国民健康保険特別会計（尾駮施設勘定） 6 億 5,505 万 4 千円 5 億 5,196 万 3 千円 1 億 309 万 1 千円
国民健康保険特別会計（千歳平施設勘定） 8,864 万 4 千円 8,772 万 6 千円 91 万 8 千円
介護保険特別会計（保険事業勘定） 8 億 9,548 万 3 千円 8 億 6,001 万 3 千円 3,547 万円
定住促進特別会計 2,520 万 2 千円 1 億 2,687 万 2 千円 △ 1 億 167 万円
土地区画整理特別会計 6 億 6,922 万 3 千円 3 億 6,694 万 3 千円 3 億 228 万円
水道事業会計 3 億 6,135 万 4 千円 4 億 7,461 万 2 千円 △ 1 億 1,325 万 8 千円
農業集落排水事業会計 1 億 1,631 万 7 千円 1 億 1,945 万 7 千円 △ 314 万円
下水道事業会計 11 億 6,427 万円 11 億 7,627 万 4 千円 △ 1,200 万 4 千円

合　計 183 億 7,590 万 6 千円 191 億 5,176 万 1 千円 △ 7 億 7,585 万 5 千円

＊老人保険特別会計は、老人保険制度の廃止に伴い、平成 22 年度で廃止になりました。

4_ 一人あたりの予算

5_ 一般・特別・企業会計別

畜産担い手育成総合整備事業　　　　1 億 8,302 万円
農道整備事業　　　　　　　　　　　　　5,970 万円
長芋洗浄選別・貯蔵施設整備事業　　　　1,609 万円
千樽地区用排水路整備事業　　　　　　　2,549 万円
漁業振興対策助成事業　　　　　　　2 億 3,646 万円
消費拡大助成補助金事業　　　　　　　　6,500 万円

▶

重点施策 _ ❶

地域の自立を支える、
多様な産業の振興と
立地による

夢と活力ある
産業づくり

倉内・平沼小学校統合整備事業　　　10 億 7,703 万円
郷土館改修事業　　　　　　　　　　　　5,597 万円
小・中学生海外体験学習事業　　　　　　2,400 万円
村営学習塾運営事業　　　　　　　　　　2,528 万円
小中学校非常勤職員配置事業　　　　　　1,310 万円
夢をはぐくむ教育推進事業　　　　　　　   494 万円

▶

重点施策 _ ❷

地域の個性を守り育て
る、文化と人材育成に
よる

個性あふれる
人・文化づくり

▶

（仮称）総合医療福祉施設整備事業　10 億 9,511 万円
障害者自立支援給付費事業　　　　　1 億 7,197 万円
各種健康診査等事業　　　　　　　　　　2,803 万円
各種予防接種事業　　　　　　　　　　　4,902 万円
入浴施設利用者補助金　　　　　　　　　1,400 万円
新生児家庭支援補助金　　　　　　　　　   771 万円

重点施策 _ ❸

住民の暮らしと健康を
守る、福祉と医療の提
供による

誰もが豊かに暮ら
せる健康づくり

防犯灯設置事業　　　　　　　　　　　　   452 万円
社会教育施設耐震診断設計委託　　　　　   665 万円
防災無線設置事業　　　　　　　　　　　   480 万円
防災無線施設等調査業務委託　　　　　　   427 万円
北部上北広域事務組合負担金（消防）5 億 9,306 万円

▶

重点施策 _ ❹

地域の安全を守る、防
災・消防、防犯体制の
強化と充実による

災害の憂いを
なくす安全づくり

▶

家庭ごみ収集運搬業務委託　　　　　　　5,655 万円
河川維持事業　　　　　　　　　　　　　7,500 万円
農業環境保全対策助成金　　　　　　　　   185 万円
し尿運搬業務委託　　　　　　　　　　　1,867 万円

重点施策 _ ❺

持続的な地域社会を構
築する、生活・産業と
環境の共生による

大切な自然を守る
環境づくり

地域情報基盤運営事業　　　　　　　　　3,885 万円
平沼高瀬川線改良整備事業　　　　　1 億 1,133 万円
原々種農場弥栄平線整備事業　　　　2 億 3,643 万円
尾駮レイクタウン北土地区画整理事業   2 億 6,131 万円
南部処理区整備事業　　　　　　　　3 億 5,890 万円

▶

重点施策 _ ❻

地域社会の未来を拓き
創る、都市基盤の充実
を都市開発による

快適な暮らしを
創る都市づくり

▶

指定管理業務委託　　　　　　　　　3 億 2,611 万円
システム開発および保守委託　　　　1 億 2,904 万円

重点施策 _ ❼

分権型社会に対応でき
る、行財政運営の推進
による

時代に対応した
行政組織づくり

一人一人に、お金

がどのくらい使わ

れているの？

一般会計と、特別会計・企業会計との年度比較は？

企
業
会
計

村が掲げる計画の

７つの重点施策別

の主な事業は？

尾駮レイクタウン
北地区分譲区画
完成予想図

村営学習塾

１　

歳
入

２　

歳
出

３　

重
点
施
策
別
の
主
な
事
業

４　

一
人
あ
た
り
の
予
算

５　

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別

 3_ 重点施策別の主な事業
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夜
間
の
出
歩
き
、
飲
酒
、

喫
煙
な
ど
の
誘
惑
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か

ら
子
ど
も
た
ち
の
行
動
に
関

心
を
持
ち
、
親
子
の
対
話
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
地
域

み
ん
な
の
力
で
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
目
を
向
け
、
非
行

の
防
止
と
犯
罪
被
害
に
遭
わ

な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

新
入
学
を
機
に
、
携
帯
電

話
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
増

え
ま
す
。
携
帯
電
話
の
利
用

に
際
し
て
は
▼
利
用
料
金
の

上
限
を
決
め
る
▼
利
用
時
間

帯
を
決
め
る
▼
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
の
制
限
―
な
ど

家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が

大
切
で
す
。使
い
方
次
第
で
、

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
理
解

し
ま
し
ょ
う
。

■
携
帯
電
話
に
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
（
ア
ク
セ
ス
制
限
サ
ー

ビ
ス
）
上
手
な
ネ
ッ
ト
利
用

や
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
に

　
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

子
ど
も
た
ち
に
見
せ
た
く
な

い
出
会
い
系
サ
イ
ト
や
ア
ダ

ル
ト
サ
イ
ト
な
ど
、
有
害
環

境
が
含
ま
れ
る
サ
イ
ト
を
画

面
に
表
示
し
な
い
よ
う
に
す

る
機
能
で
す
。

■
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

①
子
ど
も
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
を
し
て
い
な
い
携
帯
電
話

を
持
た
せ
る
こ
と
は
、
危
険

な
場
所
を
一
人
歩
き
さ
せ
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

②
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
つ
け

る
こ
と
は
、
保
護
者
の
責
務

で
す
。（
保
護
者
の
責
務
：「
青

少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
」）

③
子
ど
も
が
利
用
す
る
携
帯

電
話
に「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」

を
お
願
い
し
ま
す
。

少
年
問
題
に
関
す
る
ご
相

談
は
《
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
》 

０
１
２
０
（
58
）
７
８
６
７

（
警
察
本
部
少
年
課
）
※
受

け
付
け
は
、
土
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時

《
ヤ
ン
グ
メ
ー
ル
》 

youngm
ail-587867@

extra.ocn.ne.jp　

※
受
け
付
け
は
24
時
間
、
回
答

は
、
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
２
～
３
日
後

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず

相
談
を

　
「
平
成
23
年
新
入
学
（
園
）

児
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
期
間　

４
月
７
日
木
～
４

月
13
日
水

■
運
動
の
重
点

▼
新
入
学
（
園
）
児
の
安
全

指
導
▼
新
入
学
（
園
）
児
へ

の
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
の

推
進

■
新
入
学
（
園
）
児
の
家
族

の
皆
さ
ん
へ

①
子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
路

を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う

　

入
学
（
園
）
前
に
子
ど
も

と
一
緒
に
通
学
路
を
歩
き
、

道
路
の
正
し
い
歩
き
方
、
横

断
の
仕
方
、
信
号
機
の
見
方

な
ど
を
子
ど
も
の
目
の
高
さ

で
手
本
を
示
し
て
、
具
体
的

に
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

② 「
止
ま
る
・
見
る
・
待
つ
」

を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
は
直
感
的
、
感
覚

的
に
行
動
し
て
し
ま
い
ま

す
。
安
全
な
横
断
の
基
本
は

「
止
ま
る
・
見
る
・
待
つ
」

で
す
。

　

身
に
つ
く
ま
で
何
度
で
も

教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

③
青
信
号
は
「
安
全
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　

子
ど
も
は
「
青
信
号
は
安

全
だ
」
と
思
い
込
む
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
信
号
が
青
で
も

右
左
折
車
な
ど
が
来
る
こ
と

を
理
解
さ
せ
、
常
に
左
右
の

安
全
確
認
を
す
る
よ
う
に
指

導
し
ま
し
ょ
う
。

④
余
裕
を
持
っ
て
送
り
出
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う

　

忘
れ
物
を
し
た
り
、
出
が

け
に
怒
ら
れ
た
り
す
る
と
、

子
ど
も
は
そ
の
こ
と
で
頭
が

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま

い
、
周
り
へ
の
注
意
が
足
り

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　

時
間
と
気
持
ち
に
余
裕
を

持
っ
て
、「
気
を
つ
け
て
行
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
一
声
掛

け
て
送
り
出
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

④
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ

　

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所

少年の非行や犯罪被害を防止しよう
新学期は、子どもたちが期待と不安で揺れ動く時期です

② 2 月末の村の物件事故発生状況
平成 23 年 22 年 前年比2 月中 累計 累計

13 48 61 -13

① 2 月末の村の人身事故発生状況
平成 23 年 22 年 前年比2 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

4 2 6 5 2 9 4 0 6 1 2 3

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
（
園
）
や
公
園
な
ど
、
子
ど

も
の
通
行
が
予
想
さ
れ
る
場

所
の
近
く
や
、 

道
路
を
歩
い

て
い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た

と
き
に
は
、
減
速
・
徐
行
し

て
子
ど
も
の
動
き
に
注
意
し

て
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

し
ま
し
ょ
う
。

新
入
学
（
園
）
児
を
交

通
事
故
か
ら
守
ろ
う

医
療

国
際
交
流

健
康

交
番
だ
よ
り

　

本
年
２
月
、
青
森
県
の
青
年
農
業

士
に
認
定
さ
れ
た
林
さ
ん
。
本
村
初

の
耕
種
（
田
畑
）
農
家
の
青
年
農
業

士
と
し
て
、
村
農
業
の
活
性
化
に
期

待
が
か
か
る
。

　

林
さ
ん
は
今
年
で
30
歳
。
村
の
農

業
を
元
気
に
し
た
い
と
奮
闘
中
の
、

若
手
農
業
者
の
一
人
だ
。

　

林
さ
ん
は
「
ま
さ
か
自
分
が
今
こ

う
し
て
農
業
や
っ
て
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
俺
た
ち
の
世
代
は
子
ど
も

の
頃
、
休
み
に
な
る
と
手
伝
い
さ
せ

ら
れ
て
た
か
ら
、
農
業
を
継
ぐ
の
が

耕
畜
連
携
、
地
産
地
消
。
仲
間
と
農
業
の
可
能
性
探
る

林   清 憲 さ
ん

●はやし・きよのり
六ヶ所村中志地区
（倉内字家ノ上）在
住。中志小、第二中、
十和田工業高を経て
辻調理師専門学校。
卒業後は東京都内
の飲食店で調理師と
して勤務、その後村
へ。現在は父・清一
さん、母・ふさ子さ
んと農業に従事する

嫌
だ
と
思
っ
て
い
た
人
が
多
い
と
思

い
ま
す
よ
」
と
に
こ
や
か
に
話
す
。

　

８
年
前
ま
で
は
調
理
師
と
し
て
、

農
業
と
は
別
の
道
を
歩
ん
で
い
た
林

さ
ん
。
体
調
を
崩
し
地
元
に
戻
っ
て

か
ら
、
家
業
で
あ
る
農
業
と
改
め
て

向
き
合
い
始
め
た
。

　
「
手
伝
い
を
少
し
ず
つ
始
め
た
け

ど
抵
抗
な
く
す
ん
な
り
と
で
き
た
。

小
さ
い
頃
の
記
憶
と
は
全
然
違
っ
て

農
業
に
だ
ん
だ
ん
と
面
白
み
が
出
て

き
て
…
。
こ
れ
で
食
っ
て
い
く
と
決

め
た
の
は
４
年
前
ご
ろ
で
す
ね
」

　

そ
れ
か
ら
は
、
農
協
の
青
年
部
に

も
入
部
。
農
業
の
先
輩
た
ち
と
も
積

極
的
に
交
流
を
始
め
た
。

　
「
親
の
世
代
の
人
や
、
70
歳
過
ぎ

て
も
勉
強
会
に
来
る
人
が
い
る
。
天

候
や
土
の
状
態
な
ど
生
育
環
境
が
同

じ
年
は
な
く
、
そ
の
人
た
ち
も
毎
年

勉
強
と
い
う
ほ
ど
農
業
は
奥
が
深

い
。
先
輩
方
か
ら
害
虫
の
被
害
や
対

策
、
他
地
域
の
生
育
状
況
な
ど
、
い

ろ
ん
な
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
っ
て
、本
当
に
あ
り
が
た
く
思
う
。

人
脈
は
財
産
で
す
ね
」

　

青
年
部
の
一
員
と
し
て
、
村
内
外

で
村
産
野
菜
の
Ｐ
Ｒ
に
も
携
わ
る
。

ま
た
昨
年
は
、農
協
の
合
併
に
伴
い
、

旧
ら
く
の
う
青
森
な
ど
の
青
年
部
と

も
合
併
。
今
ま
で
交
流
が
な
か
っ
た

村
の
若
手
酪
農
家
た
ち
と
活
動
を
共

に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
酪
農
家
の
人
た
ち
と
話
し
合
う

中
で
、
耕
畜
連
携
と
い
う
新
た
な
視

点
も
出
て
き
た
。
村
の
野
菜
や
牛
乳

を
調
理
実
習
で
使
っ
て
も
ら
う
、
食

と
教
育
を
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
話

も
あ
る
。
地
産
地
消
も
も
っ
と
進
め

ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
」

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
農
業
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
農
業

後
継
者
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
ほ
し

い
と
の
願
い
も
あ
る
。

　
「
村
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
が
あ

り
、
携
わ
る
人
た
ち
が
い
る
け
ど
、

ど
れ
が
か
け
て
も
地
域
と
し
て
成
り

立
た
な
い
で
す
よ
ね
。
自
分
は
こ
の

農
業
で
や
っ
て
い
く
っ
て
決
め
た
。

村
の
農
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に

は
、
若
手
農
業
者
の
人
た
ち
の
力
が

も
っ
と
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
自
分

た
ち
の
仲
間
と
し
て
、
活
動
に
ど
ん

ど
ん
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

PROFILE

農業でやっていく―。家業を継いだのは４年前
農協青年部員として、村産野菜の PR などに汗を流す

長いもの春の出荷はこれ
から本格的に始まる。清憲
さんがトレンチャーを操
作し、父・清一さんが長い
もを掘り起こしていく
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　医療Medical　健康 Health

多大なる感謝を込めて
村民の皆さんから、さまざまなことを学びました

　

こ
ん
に
ち
は
、
尾
駮
診
療

所
の
大
谷
啓
介
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
で
は
、
皆
さ
ま

の
ご
無
事
と
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
ま
こ

と
に
残
念
な
の
で
す
が
、
４

月
よ
り
２
年
間
勤
務
し
た
診

療
所
か
ら
大
間
町
の
国
保
大

間
病
院
へ
異
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
、
こ
の
文

章
を
書
き
な
が
ら
、
寂
し
さ

を
抑
え
き
れ
ず
に
い
ま
す
。

　

思
え
ば
２
年
前
、
青
森
県

立
中
央
病
院
で
の
初
期
研
修

を
終
え
た
ば
か
り
で
右
も
左

も
わ
か
ら
ず
、
村
民
の
皆
さ

ん
に
は
多
大
な
不
安
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
と
思
い
ま

す
（
今
も
で
す
か
ね
）。

　

し
か
し
、
皆
さ
ん
怒
る
こ

と
も
無
く
、
温
か
く
接
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

医
学
の
世
界
の
隠
語
で
研

修
医
な
ど
を
指
導
す
る
立
場

の
医
師
を
Ｏ
ｂ
ｅ
ｎ
（
オ
ー

ベ
ン
）
と
言
い
ま
す
（
最
近

で
は
よ
り
一
般
的
な
言
葉
で

あ
る
Ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
ｒ
〈
メ
ン

タ
ー
〉
と
言
う
そ
う
で
す
）。

　

私
に
と
っ
て
の
オ
ー
べ
ン

は
も
ち
ろ
ん
所
長
の
松
岡
先

生
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
皆

さ
ま
が
私
の
オ
ー
ベ
ン
で
あ

り
、
メ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

最
近
、
外
来
に
立
つ
と
、

こ
の
方
か
ら
は
こ
ん
な
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
な
ぁ

…
、
こ
の
方
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
教
わ
っ
た
な
…
と
思
い
返

さ
れ
ま
す
。

　

医
師
と
し
て
ま
た
社
会
人

と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
一
生
忘
れ

る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
い
つ
か
こ

の
地
で
働
け
る
機
会

が
あ
れ
ば
と
心
か
ら

思
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
多
大
な
る

感
謝
を
込
め
て
。

尾駮診療所　内科医長

予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

■
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
や
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
受
け
た
乳
幼
児
の
死
亡
が

国
内
で
５
例
確
認
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
本
村
は
両
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
当
面
見
合
わ

せ
ま
す
。

■
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
費
用
を
公
費
助
成
す
る

県
内
の
市
町
が
増
え
、
ワ
ク

チ
ン
が
品
薄
に
な
っ
て
い
ま

す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は

随
時
ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
状
況

を
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

妊
婦
健
診
の
際
の

交
通
費
を
一
部
支
給

　

村
は
、
妊
婦
の
皆
さ
ん
の

妊
婦
健
康
診
査
に
係
る
交
通

費
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
４

月
か
ら
交
通
費
の
一
部
を
支

給
し
ま
す
。

予防接種と妊婦健診交通費助成のお知らせ
腹部健診、各種教室の参加者を募集します

　

安
全
で
安
心
な
出
産
を

迎
え
る
た
め
に
は
定
期
健

診
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
交

通
費
支
給
制
度
を
活
用
し
、

医
師
の
指
示
の
も
と
で
定

期
健
診
を
必
ず
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
内
容　

妊
婦
健
康
診
査

（
交
通
費
を
要
し
た
場
合
）

１
回
に
つ
き
２
，
０
０
０

円
を
、
14
回
を
限
度
に
支

給
（
入
院
期
間
中
の
妊
婦
健

診
お
よ
び
妊
婦
健
診
以
外
の

外
来
受
診
は
除
か
れ
ま
す
）

■
手
続
き　

出
産
後
、
役

場
窓
口
で
申
請
（
年
度
を
ま

た
ぐ
場
合
は
当
該
年
度
ご
と
に

申
請
が
必
要
で
す
）
※
４
月
１

日
以
降
に
出
産
予
定
の
人
に
は
、

別
途
で
個
別
に
通
知
し
ま
す
の

で
案
内
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

り
ふ
れ
っ
し
ゅ
ダ
ン
ス

教
室
参
加
者
募
集

■
内
容　

音
楽
に
あ
わ
せ

て
コ
ア
や
骨
盤
を
意
識
し

た
ダ
ン
ス

■
日
時　

５
月
11
日
・
25

日
、
６
月
８
日
・
22
日
、

７
月
６
日
・
20
日
（
い
ず
れ

も
水
）
午
前
10
時
～
11
時
半

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
申
込
期
限　

４
月
28
日
木

栄
養
教
室

参
加
者
募
集

■
内
容　

貧
血
予
防
の
食
事

■
日
時　

４
月
27
日
水

午
前
９
時
半
～
正
午

■
場
所　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
米

一
合

■
申
込
期
限　

４
月
22
日
金

腹
部
超
音
波
健
診

受
診
者
募
集

■
検
査
方
法　

超
音
波
を
用

い
て
、
肝
臓
、
胆
の
う
、
す

い
臓
、
腎
臓
、
脾
臓
な
ど
の

画
像
を
検
査
し
ま
す

■
対
象
者　

20
歳
以
上
で
左

記
①
～
③
に
該
当
し
な
い
人

①
以
前
に
健
診
で
脂
肪
肝
や

の
う
胞
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
人

②
肝
臓
、
膵
臓
な
ど
の
疾
患

で
病
院
受
診
し
て
い
る
人

③
妊
娠
し
て
い
る
人

■
会
場
・
受
診
日

浜中一翔くん 赤石 蒼空くん

　23 年度に実施する保健事業などが掲載
されたカレンダーを▽泊地区ふれあいセン
タ ー（ ☎ 0175-77-2239） ▽ 千 歳 平 公 民 館

（☎ 0175-74-2074）▽泊支所（☎ 0175-77-
2004）▽平沼支所（☎ 0175-75-2111）▽役
場健康課窓口に備え付けています。
　必要な人は、各窓口に問い合わせてくだ
さい。

■健康カレンダーの訂正とお詫び
　健康づくりカレンダーの６月のページに
掲載した、むし歯０のお子さんの名前と写
真に誤りがありました。訂正し、お詫びし
ます。

健康づくりカレンダーは
公民館、支所、役場健康課に

備えつけています

①
泊
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

９
月
９
日
金

②
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

８
月
10
日
水

③
ス
ワ
ニ
ー

６
月
10
日
金
、７
月
30
日
土
・

31
日
日

④
千
歳
平
体
育
館

７
月
22
日
金

■
募
集
人
数　

一
会
場
あ
た

り
30
人

■
申
込
期
間　

４
月
27
日
水

～
28
日
木
９
時
～
12
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
、
申
込
み
先

健
康
課
健
康
相
談
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

＊２人の写真と名前が逆に掲載されていました。正しくは
上記のとおりです

International Exchange

皆さん、カムサハムニダ
どうもありがとうございました

　

六
ヶ
所
村
民
の
皆
さ
ん
、

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
。
韓
国

国
際
交
流
員
ス
ジ
ン
で
す
。

　

２
０
０
９
年
に
は
じ
め
ま

し
て
の
記
事
を
書
き
ま
し
た

が
、
す
ぐ
２
年
が
経
ち
、
さ

よ
う
な
ら
の
記
事
を
書
い
て

い
ま
す
。

　

六
ヶ
所
で
の
楽
し
い
時
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
経
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

韓
国
語
、
韓
国
料
理
講
座

か
ら
保
育
所
・
小
学
校
・
高

校
の
授
業
で
出
会
っ
た
皆
さ

ま
、
そ
し
て
、
六
ヶ
所
村
で

の
生
活
で
出
会
っ
た
皆
さ

ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
も
っ
て
帰

り
ま
す
。
そ
し
て
、
私
が
帰

っ
て
も
韓
国
に
も
っ
と
興
味

を
も
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
青
森
空
港
か
ら
韓
国
ま

で
は
直
行
で
行
け
ま
す
の
で

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

六
ヶ
所
村
出
身
ま

た
は
六
ヶ
所
高
校
に
在
学
し

て
い
て
、原
則
と
し
て
派
遣
・

受
け
入
れ
と
も
に
可
能
な
家

庭
の
高
校
生

■
派
遣
先　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡

■
期
間　

▽
派
遣　

７
月
下

旬
▽
受
け
入
れ　

８
月
上
旬

（
３
日
間
程
度
）

■
募
集
人
員　

10
人

■
参
加
負
担
金　

３
万
円

■
申
込
期
限　

５
月
25
日
水

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
の

た
め
、
村
内
外
か
ら
国
際

交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。「
得

意
な
語
学
を
生
か
し

た
い
」、「
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
み
た
い
」

人
は
、
国
際
交
流
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録

し
ま
せ
ん
か
。

高
校
生
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
参
加
者
募
集

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集

■問い合わせ・申込先　国際交流課　☎ 0175（72）2111（内線 262）　担当：野坂

医
療

国
際
交
流

健
康

交
番
だ
よ
り

医
療

国
際
交
流

健
康

交
番
だ
よ
り

大谷 啓介

国際交流

韓国国際交流員

ペ・スジン
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高
瀬
川
河
川
事
務
所
は
、
河

川
愛
護
意
識
の
普
及
と
身
近
な

河
川
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容　

高
瀬
川
や
小
川

原
湖
に
関
す
る
地
域
住
民
か
ら

の
情
報
提
供
、
河
川
に
つ
い
て

の
異
常
を
発
見
し
た
場
合
の
通

報
な
ど
（
月
に
一
度
の
定
期
お

よ
び
随
時
）

■
活
動
地
区　

高
瀬
川
河
口
か

ら
小
川
原
湖
周
辺
の
中
で
、
委

嘱
さ
れ
る
人
が
日
常
的
に
接
す

る
地
区

■
募
集
資
格　

高
瀬
川
や
小
川

原
湖
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、

河
川
愛
護
に
関
心
を
持
ち
、
日

常
生
活
の
中
で
知
り
得
た
情
報

を
提
供
で
き
る
人
で
、
近
接
に

居
住
す
る
人
（
満
20
歳
以
上
、

男
女
不
問
）

■
募
集
人
員　

東
北
町
、
六
ヶ

所
村
か
ら
各
１
人

■
手
当　

月
額
４
，
５
０
０
円

程
度
（
22
年
度
実
績
）
の
予
定

■
期
間　

23
年
７
月
１
日
か
ら

24
年
６
月
30
日
ま
で
の
１
年
間

■
申
込
方
法　

履
歴
書
お
よ
び

「
自
分
と
小
川
原
湖
と
の
か
か

わ
り
」
に
つ
い
て
簡
単
に
記
述

し
た
も
の
（
任
意
様
式
）
を
送

付
し
て
く
だ
さ
い　

■
申
込
期
限　

５
月
６
日
金
必

着■
応
募
先
、
問
い
合
わ
せ

〒
０
３
９
―
１
１
６
５　

八
戸

市
石
堂
三
丁
目
７
―
10

国
土
交
通
省
高
瀬
川
河
川
事
務

所
用
地
課

☎
０
１
７
８
（
28
）
７
１
３
５

（
内
線
２
３
２
）

　
こ
れ
ま
で
は
障
害
年
金
を
受

け
る
権
利
が
発
生
し
た
当
時
に
、

受
給
権
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維

持
し
て
い
る
配
偶
者
や
子
ど
も

が
い
る
場
合
で
、
障
害
等
級
が

１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る

人
に
加
算
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
23
年
４
月
施

行
の
「
国
民
年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発

生
し
た
後
に
、
生
計
を
維
持
す

る
こ
と
に
な
っ
た
配
偶
者
や
子

ど
も
が
い
る
場
合
に
も
届
け
出

に
よ
っ
て
加
算
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■
23
年
３
月
ま
で
は

○
受
給
権
発
生
時
に
既
に
生
計

を
維
持
す
る
配
偶
者
や
子
ど
も

が
い
る
場
合
に
は
、
受
給
権
発

生
時
（
※
）
か
ら
加
算
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
受
給
権
発
生
時
に
お
け
る
生
計
維

持
関
係
を
確
認
し
て
い
ま
し
た

■
23
年
４
月
か
ら
は
加
算
の
範

囲
が
拡
大

○
23
年
４
月
１
日
よ
り
前
に
お

い
て
、
受
給
権
発
生
後
に
生
計

を
維
持
す
る
配
偶
者
や
子
ど
も

を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
法
施
行
時
（
※
）
か
ら

加
算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
23
年
３
月
31
日
に
お
け
る
生
計
維
持

関
係
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

○
23
年
４
月
１
日
以
降
に
お
い

て
、
受
給
権
発
生
後
に
生
計
を

維
持
す
る
配
偶
者
や
子
ど
も
を

有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

は
、
そ
の
事
実
が
発
生
し
た
時

点
（
※
）
か
ら
加
算
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
婚
姻
、
出
生
な
ど
の
事
実
発
生
日

に
お
け
る
生
計
維
持
関
係
を
確
認
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す

◇
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の

運
用
の
見
直
し
と
児
童
扶
養
手

当
と
の
関
係
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
の
法
律
改
正
に
よ

り
、
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と

で
、
併
せ
て
障
害
基
礎
年
金
の

子
加
算
の
運
用
に
つ
い
て
も
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
子
ど
も

が
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の

対
象
で
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
23
年
４
月
以
降
は
、

児
童
扶
養
手
当
額
が
障
害
基
礎

年
金
の
子
加
算
額
を
上
回
る
場

合
に
お
い
て
は
、
年
金
受
給
権
者

と
子
ど
も
の
間
に
生
計
維
持
関

係
が
な
い
も
の
と
し
て
取
り
扱

い
、
子
加
算
の
対
象
と
し
な
い
こ

と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
下
記
の
照
会
先
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先

む
つ
年
金
事
務
所

☎
０
１
７
５
（
23
）
７
９
５
５

福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
７
）

■
実
施
期
間　

４
月
11
日
月
～ 

４
月
17
日
日

■
統
一
標
語　
「
消
し
た
か
な
」

　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

◇
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
３
つ
の
習

慣
・
４
つ
の
対
策
）

●
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

●
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど

を
設
置
す
る

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る

●
危
険
で
す
！

　

消
火
器
・
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
訪
問
販
売
や
点
検
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
各
地
で
不
適

正
な
点
検
や
高
額
請
求
の
被
害

が
多
発
し
て
い
ま
す

【
ト
ラ
ブ
ル
防
止
ポ
イ
ン
ト
】

・
身
分
証
明
書
な
ど
の
提
示
を

求
め
る
こ
と

・
は
っ
き
り
と
点
検
を
拒
否
す
る

・
安
易
に
承
諾
・
契
約
書
な
ど

に
ハ
ン
コ
（
印
）
を
押
さ
な
い

　

十
和
田
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
は
、
地
域
住
民
の
人
権
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
、
相
談
者
に

対
し
て
助
言
を
行
い
、
問
題
解

決
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集

平
成
23
年

春
の
火
災
予
防
運
動

平
成
23
年
４
月
か
ら

「
障
害
年
金
加
算
改
善

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す

宮
みやかわ

川　芽
めい

依（兼一）泊
佐

ささき

々木栞
かんな

那（健一）出戸
村
むらはた

畑　結
ゆうた

大（雅也）泊
漆
うるしど

戸　咲
さくら

良（智一）倉内
工

くどう

藤　茉
まひろ

絋（直洋）尾駮レイクタウン
能

のと

登　琴
ことみ

美（雅之）泊
田

たなか

中　郁
いくと

翔（幹廣）泊
田

たなか

中　玲
れいと

翔（幹廣）泊
小

おだ

田　倖
ゆきあ

愛（優吾）老部川

六ヶ所村の人口
（2 月 28 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,995 ＋ 3
女 5,263 － 4
計 11,258 － 1

世帯数 4,517 ＋ 6

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

お悔やみ申し上げます
秋戸喜代司　82 才（二又）
久保　　栄　79 才（戸鎖）
上脇　せつ　86 才（泊）
中村　いよ　76 才（尾駮浜）

2 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

す
。
便
利
で
安
全
・
確
実
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
を
利
用
で
き
る
県
税

・
個
人
事
業
税
…
８
月
、
11
月

納
期
分
（
定
期
賦
課
分
）

・
自
動
車
税
…
６
月
納
期
分（
定

期
賦
課
分
）

・
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税

等
…
中
間
申
告
、
確
定
申
告
分

・
軽
油
引
取
税
…
特
別
徴
収
義

務
者
の
申
告
分
（
徴
収
猶
予
分

を
除
く
）

＊
申
告
期
限
ま
で
に
申
告
書
が
提
出

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
口
座
振
替
に

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
振
替
日

・
個
人
事
業
税
、
自
動
車
税
…

納
期
限
の
日

・
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税

な
ど
、
軽
油
引
取
税
・
申
告
期

限
の
翌
日
25
日

■
申
込
期
限

・
個
人
事
業
税
…
８
月
中
旬

　

各
町
村
で
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
、
上
北
郡
内
で
の
開
設

日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で

す
。
相
談
所
で
は
、
各
町
村
の

人
権
擁
護
委
員
が
、
町
村
の
区

別
な
く
誰
で
も
親
身
に
な
っ
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
時
に
は
一
人
で

悩
ま
な
い
で
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
相
談
は

無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
市
町
村
名
、
開
設
日
、
時
間
、

場
所
、
問
い
合
わ
せ
先

❶
七
戸
町　

４
月
６
日
水
、
５

月
11
日
水
、
６
月
１
日
水
の
い

ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午
、
①

七
戸
町
本
庁
舎
会
議
室
②
七
戸

町
七
戸
庁
舎
会
議
室

問
七
戸
町
役
場
町
民
課

☎
０
１
７
６
（
68
）
２
１
１
１

❷
東
北
町
　
４
月
４
日
月
・
18

日
月
、
５
月
２
日
月
・
16
日
月
、

６
月
６
日
月
・
20
日
月
の
い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
正
午
、
①
東

北
町
本
庁
舎
②
東
北
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
東
北
町
役
場
福
祉
課

☎
０
１
７
６
（
56
）
３
１
１
１

❸
野
辺
地
町
　
４
月
５
日
火
午

前
９
時
～
正
午
、
６
月
１
日
水

午
前
10
時
～
午
後
３
時
、
野
辺

地
町
中
央
公
民
館	

問
野
辺
地
町
役
場
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
64
）
２
１
１
１

❹
六
ヶ
所
村　

６
月
14
日
火
午

前
10
時
～
正
午
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

問
六
ヶ
所
村
役
場
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

　

青
森
県
は
県
税
の
口
座
振
替

の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

ご結婚おめでとう
中村　優士（泊）
苫米地奈緒（十和田市）

・
自
動
車
税
…
４
月
30
日

・
法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税

な
ど
、
軽
油
引
取
税
…
申
告
期

限
の
日

■
申
込
方
法　

納
税
者
本
人
の

通
帳
と
預
金
届
出
印
を
持
参
の

上
、
取
扱
金
融
機
関
お
よ
び
各

地
域
県
民
局
県
税
部
の
窓
口
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
よ
り

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部　

納
税
管
理
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

内
線
２
０
５

23
年
度
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設（
４
～
６
月
）

　2 月の農業委員会定例総会が 2 月 21 日、役場分
庁舎３階大会議室で開催され、下記案件が原案通
り議決・承認されました。
■報告第 2 号　農地使用貸借契約の合意解約につ
いて　　　　　　　　　　　　　１件 35,659.44㎡
■議案第 3 号　農地法第３条の規定による許可申
請について　　　　　　　　　　　３件 13,844㎡
■議案第４号　農地法第５条の規定による農地転
用許可申請について　　　　　　　７件 64,653㎡
■議案第 5 号　贈与税納税猶予及び不動産所得税
徴収猶予に関する証明（農業経営）について
■議案第６号　農用地利用集積計画（案）につい
て　　　　　　　　　　　　　　　1 件 17,535㎡
■議案第７号　六ヶ所村農業委員会職員の人事異
動に係る委任について
※総会の傍聴・会議録の縦覧ができます。各種許可申請書の

締め切りは月末です。

問農業委員会事務局☎ 0175（72）2111（内線 273）

農業委員会だより

県
税
口
座
振
替
制
度
の

お
知
ら
せ

社会福祉に役立てて
むつ湾名産センターがりんごジュース寄贈

　株式会社むつ湾名産センター（吉田
優子代表）（野辺地町）は 1 月 31 日、
役場を訪れ、りんごジュース６本入（１
リットル）30 ケースを社会福祉に役立
ててほしいと中村嘉悦福祉課長に手渡
しました。
　寄贈されたりんごジュースは、村内
８保育所の園児たちのおやつとして配
られました。

吉田さんと
寄贈された

リンゴジュース



20Rokkasho●2011-421 Rokkasho●2011-4

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 金
カンガルー教室 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

2 土

3 日

4 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

5 火

6 水

7 木

8 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

9 土

10 日

11 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

12 火
６カ月児健診 受付 9:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

13 水

14 木 予防接種〈ポリオ〉 受付 12:45 ～ 13:15 保健相談センター

15 金
カンガルー教室 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

16 土

17 日

18 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

19 火
１歳児健診 受付 9:45 ～ 10:00 保健相談センター

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

20 水 図書館おはなし会〈3 歳～ 6 歳向け〉 14：40 ～ 図 書 館

21 木
図書館おはなし会〈0 歳～ 3 歳向け〉 10：30 ～ 図 書 館

予防接種〈ポリオ〉 受付 12:45 ～ 13:15 保健相談センター

22 金
カンガルー教室 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

23 土

24 日

25 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

26 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

27 水 栄養教室 9：30 ～ 13：00　 保健相談センター

28 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

29 金

30 土

 村のスケジュール4 月

3 月 11 日、東北地方太平洋沖地震。発生から２週間以上経ちました。わたしたちと同じ東北、東日本の地で多くの人が亡くなり、そして今もな
おたくさんの人たちが避難生活を余儀なくされています○六ヶ所にも津波がきましたが、もしかしたらここにも同様に甚大な被害が及んだかもし
れません。津波が大きかったか、小さかったかのほんの少しの違い。対岸の火事ではないのです○生かされた者にできることは何か、生かされた
意味は何か。それをカタチにしていくことが大事なのだと思います○広報ろっかしょが平成 22 年度の県広報コンクールで、広報紙の部：町村の
部佳作（22 年 8 月号）、一枚写真の部：入選（22 年 8 月号表紙：六高野球部甲子園予選）、組み写真の部：奨励賞（22 年 4 月号 p4-5：戸鎖小卒業式、
修了・離任式）をいただきました○村の皆さんのいい笑顔があるから、写真が撮れる。いい取り組みがあるから、記事が書ける。それが 受賞につ
ながったものと思っています。皆さんのご協力に感謝です。そしてこれからもよろしくお願いいたします（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

死なないだけでは済まされない！ お金、住居、
健康状態。ほんとうに大変なのは、生き残っ
てからだ。地震などの災害に遭った３日後か
らのアクションを想定。被災後の生活を建て
直すための、超実践的ガイドブック。

災害のあと始末

林　春男 著

      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175(72)3405   

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

助かるための実践的工夫と体験的被災術を、食
の分野から紹介。サバイバル術や、配給の食料
や乾物をうまく使った被災時レシピなど、被災
で生き残り、上手に切り抜ける術を披露。防災
時の料理本として類書のない貴重な一冊。

地震の時の
料理ワザ

坂本廣子  著

ボランティア初心者の著者が綴る「ちょこっ
とだけやるボランティア」体験エッセイ。様々
なものを集めて送ること、趣味やイベントを
楽しみながらできること、お年寄りや身障者、
子どもをサポートすることなど多数紹介。

ちょこボラ！

藤原千尋  著

大好きなおにいちゃんのまねばかりしてしま
う、ぶーちゃん。あんまりしつこいので、お
兄ちゃんはちょっとうんざり。ところが…。
月刊『ＭＯＥ』掲載の作品を全面的に描きあ
らためて単行本化。

ぶーちゃんと
おにいちゃん

島田ゆか 著
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○出産育児一時金の支給

　国民健康保険の加入者が出産したとき、平成 21
年 10 月 1日以降の出産について、出産育児一時金
として 42 万円（産科医療補償制度対象外の場合は
39 万円）が支給されます。
　妊娠 85 日以上であれば、流産・死産の場合
にも支給されます。
　他の健康保険で出産育児一時金を受けられる
人は、国保では支給されません。
　出産費用の負担軽減のため、直接支払制度も
あります。

■申請に必要なもの
①保険証
②印鑑
③母子健康手帳または出生届（死産届）
④銀行の預金通帳または口座番号の控え
⑤「産科医療補償制度加入機関」印の入った領
収書
⑥明細書（医療機関などから交付されたもの）
⑦直接支払制度にかかる代理契約の文書（合意
書）の写しもしくは直接支払制度を利用しなか
った証明（医療機関などから交付されたもの）

○出産育児一時金直接支払制度

■制度の内容
　少子化対策の一環として、医療機関などの窓
口での出産費用の一時的な負担を軽減し、安心
して出産できる環境を整えるための制度です。
　平成 21 年 10 月 1 日以降の出産で、医療機関
との間で直接支払制度の利用に合意された被保
険者について、出産育児一時金の範囲で、実際
に出産にかかった費用を六ヶ所村国民健康保険
から直接医療機関等に支払います。
　なお、「助産制度」を利用する人、海外で出産
した人は、この制度は利用できません。

■制度利用に必要な手続き
●出産前　
❶分娩する医療機関などの窓口で保険証を提示
の上、直接支払の申請・受け取りにかかる代理
契約を医療機関などと結んでください。

●出産後
❷出産費用が 42 万円（※）を超える場合、超
えた分の出産費用については医療機関などに支
払ってください。出産費用が 42 万円（※）に
満たない場合、医療機関などでの出産費用の支
払いはありません。
❸出産育児一時金で受け取れる額と医療機関な
どに直接支払う額との間に差額がある場合は、
差額支給の申請を六ヶ所村役場健康課の窓口で
行ってください。
（※産科医療補償制度に登録した医療機関以外で
の出産は 39 万円となります）
　
　これらの制度は、国民健康保険税を滞納
し て い る 人 は 適 用 さ れ な い 場 合 が あ り ま
す。詳しくは健康課へ問い合わせてくださ
い。

問健康課　℡ 0175（72）2111　内線 145

国保加入者の出産には、出産育児一時金が支給されます
「国民健康保険出産育児一時金」をご存じですか

国保加入者の
皆さまへ

お知らせ
です
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Rokkasho Roc k Festival 2011
本格的なドラムを響かせた「修羅パンツ」 ビートルズやＨＹなど多彩なナンバーを披露した「ROCK 趣～ｓ」

最後は VanHalen の「Can't Stop Lovin You」を出演者全員で歌った

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2011

六ヶ所高のガールズバンド「PACH!MON」は元気な歌声で

初
出
演
な
が
ら
、
テ
ク
ニ
カ
ル
な
ギ
タ
ー
を
聴
か
せ
た
「
修
羅
パ
ン
ツ
」

「
デ
ス
の
音
」
は
、
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
３
回
目
の
ス
テ
ー
ジ
。

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
ナ
ン
バ
ー
を
歌
い
上
げ
た

六ヶ所高の「E-ROCK's」。グループ最後のステージに涙を流す場面も 22Rokkasho●2011-4オープニングを盛り上げた「サニタリ・エンジニア」

６
バ
ン
ド
が
披
露
し
た
、
迫
力
の
ス
テ
ー
ジ
。

（
同
・
細
越
順
喜
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ン
ド
・
Ｔ

Ｈ
Ｅ　

Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
『
Ｉ　

Ｆ
ｏ
ｕ
ｇ
ｈ
ｔ　

ｔ
ｈ
ｅ　

Ｌ
ａ
ｗ
』
な
ど
５
曲
を
、
初
出
演
の

「
修シ

ュ
ラ羅
パ
ン
ツ
」（
同
・
橋
本
英
二
）
は
、『
Ｖ
ａ

ｍ
ｐ
ｉ
ｒ
ｅ　

Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
』
な
ど
４
曲
を
熱
演
。

　

六
ヶ
所
高
校
の
卒
業
生
た
ち
の
バ
ン
ド

「
Ｅイ

ー

ロ

ッ

ク

ス

―
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ′
ｓ
」（
同
・
加
藤
和
将
）
と

「
Ｐパ

ッ

チ

モ

ン

Ａ
Ｃ
Ｈ
！
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」（
同
・
佐
藤
有
莉
加
）は
、

時
折
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
最
後
の
ス
テ
ー
ジ

を
華
や
か
に
披
露
し
た
。

　

ラ
ス
ト
は
「
Ｒロ

ッ

ク

シ

ュ

ー

ズ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
趣
～
ｓ
」（
同
・
根

路
銘
尚
人
）。
ビ
ー
ト
ル
ズ
や
Ｈ
Ｙ
の
曲
な
ど

安
定
感
あ
る
演
奏
を
聴
か
せ
、
会
場
を
熱
気
に

包
ん
だ
。

　
「
Ｒ
ｏ
ｋ
ｋ
ａ
ｓ
ｈ
ｏ　

Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ　

Ｆ
ｅ

ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ　

２
０
１
１
」
が
３
月
５
日
、

文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」
で
開
か
れ
、

村
内
外
の
６
バ
ン
ド
が
、
鮮
や
か
な
照
明
を
浴

び
な
が
ら
、
熱
い
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
た
。

　

Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
フ
ェ
ス
は
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ　

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ

ｉ
ｂ
ｖ
ａ
ｌ
実
行
委
員
会（
種
市
治
雄
委
員
長
）

の
主
催
で
、
今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
る
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
、
三
沢
市
の

バ
ン
ド
「
サ
ニ
タ
リ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
」（
リ
ー

ダ
ー
・
古
田
孝
之
）。
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
の
『
少

年
の
詩
』
な
ど
６
曲
を
、
迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ

で
魅み

せ
た
。

　

今
年
で
３
回
目
の
出
演
と
な
る「
デ
ス
の
音
」

デ
ス
ノ
ー
ト
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広
報
ろ
っ
か
し
ょ

長く厳しかった冬が終わり、野花がほころび始めます。
薄紫のカタクリの花も、村に春を運ぶ野花の一つ。
「初恋」という花言葉のように、控えめながら可憐な佇

たたず

まいは、
自然の息吹が薫る風景を、鮮やかに演出します。

伝えたい、六ヶ所の風景。
春の息吹

1_ カタクリはユリ科カタクリ属の多年草。夕方に花をつぼみ、陽が差すとつ
ぼみを開く。乱獲などが原因で全国的に数が減少。村でもかつてはいたると
ころに見られた野の花　2_ カタクリ２年目の芽生え。カタクリはタネが発芽
してから花が咲くまで７～８年かかる　3_ カタクリの実。種子にはアリが好
む物質・エライオソームが付着。アリが種子を運んだ土の中は、また新たな
発芽場所となっていく（写真提供：山上睦さん〈㈶環境科学技術研究所〉）
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